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昭
和
十
四
年
徴
兵
検
査
の
前
日
、
町
役
場
兵
事
課
よ
り
呼
び

出
し
が
あ
り
、
出
頭
し
ま
し
た
。
課
長
よ
り
「
貴
君
は
明
日
徴

兵
検
査
の
席
上
、
全
員
参
列
の
前
で
松
山
連
隊
司
令
官
よ
り
表

彰
状
を
受
け
る
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
行
け
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

理
由
は
青
年
学
校
を
無
欠
席
で
成
績
が
最
優
秀
と
の
こ
と
で
し

た
。
当
時
と
し
て
は
非
常
に
名
誉
な
こ
と
で
し
た
。

検
査
は
甲
種
合
格
で
し
た
。
家
族
親
族
友
人
に
祝
福
さ
れ
、

私
と
し
て
は
慶
び
の
頂
点
で
し
た
。

翌
十
五
年
二
月
十
日
、
徳
島
歩
兵
第
四
十
三
連
隊
に
現
役
入

隊
し
ま
し
た
。
愛
媛
県
か
ら
徳
島
連
隊
へ
の
入
隊
は
、
私
た
ち

が
初
め
て
な
の
で
同
県
人
の
二
年
兵
や
古
参
兵
は
一
人
も
い
ま

せ
ん
。

伊
予
と
阿
波
で
は
言
葉
に
少
し
差
異
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

よ
く
か
ら
か
わ
れ
て
苦
労
し
ま
し
た
。

一
週
間
ほ
ど
第
四
十
三
連
隊
で
軍
人
に
つ
い
て
基
本
を
教
え

ら
れ
て
の
出
動
で
し
た
。「
貴
様
等
は
北
満
で
現
地
教
育
だ
。

モ
タ
モ
タ
し
て
い
た
ら
死
ん
で
し
ま
う
ぞ
、
覚
悟
し
て
行
け
」

と
古
参
兵
の
励
ま
し
の
活
を
入
れ
ら
れ
て
坂
出
港
を
出
航
し
ま

し
た
。
軍
船
の
中
は
狭
く
て
、
三
段
か
四
段
に
仕
切
ら
れ
蚕
子

棚
の
よ
う
で
し
た
。
寒
風
凄
ま
じ
く
玄
界
灘
の
荒
波
の
中
、
船

は
大
き
く
上
下
左
右
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
無
事
朝
鮮
の
羅
津
港

に
入
港
し
、
全
員
上
陸
し
ヤ
レ
ヤ
レ
と
思
い
ま
し
た
。

大
陸
鉄
道
の
列
車
に
乗
せ
ら
れ
少
し
走
っ
た
時
に
「
こ
こ
か

ら
満
州
だ
」
と
い
わ
れ
て
鮮
満
国
境
図
們
を
通
過
し
ま
し
た
。



翌
日
一
望
千
里
の
広
漠
た
る
雪
の
大
平
原
を
眺
め
て
、
初
め
て

満
州
に
来
た
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
目
的
地
虎
林
第
七
百
十

二
部
隊
に
到
着
し
、
中
隊
長
は
張
間
中
尉
、
小
隊
長
は
砲
井
少

尉
で
す
。

中
隊
長
の
訓
示
が
あ
り

「
諸
君
は
只
今
か
ら
本
職
の
部
下
と
し
て
、
天
皇
陛
下
の
臣
と

し
て
、
ま
た
故
郷
の
肉
親
は
じ
め
郷
土
の
名
誉
の
た
め
に
も
一

所
懸
命
に
頑
張
っ
て
く
れ
。
戦
友
道
を
完
う
し
、
先
輩
に
つ
い

て
充
分
学
び
、
一
日
も
早
く
帝
国
軍
人
と
し
て
立
派
に
働
い
て

く
れ
」

。

今
現
在
に
至
る
も
、
そ
の
時
の
こ
と
が
脳
裏
に
明
瞭
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
日
は
赤
飯
が
出
て
お
客
様
扱
い
で
し
た
。

翌
朝
、
起
床
喇
叭
で
飛
び
起
き
る
と
同
時
に
「
コ
ラ
、
初
年

兵
ボ
ヤ
ボ
ヤ
す
る
な
」
と
古
年
兵
の
大
雷
鳴
が
落
ち
ま
し
た
。

教
育
開
始
。
教
官
砲
井
少
尉
、
助
教
小
笠
伍
長
、
助
手
中
村
・

戸
花
両
上
等
兵
で
す
。
虎
林
の
外
気
温
度
は
零
下
三
十
度
が
平

常
で
す
。
寒
波
襲
来
時
に
は
零
下
四
・
五
十
度
に
も
な
る
そ
う

で
す
。
基
本
訓
練
、
各
個
演
習
、
戦
闘
訓
練
は
と
く
に
厳
し
く
、

古
参
兵
の
中
に
は
支
那
事
変
や
対
ソ
連
と
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変

に
参
戦
し
た
猛
者
も
い
て
、
よ
く
ビ
ン
タ
（
殴
る
）
を
取
ら
れ

ま
し
た
。

初
年
兵
は
朝
の
起
床
か
ら
夜
の
消
灯
喇
叭
が
鳴
る
ま
で
は
一

分
一
秒
の
自
由
も
な
く
、
そ
の
上
に
特
別
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

小
隊
長
や
班
長
の
当
番
、
中
隊
事
務
室
や
炊
事
、
飯
あ
げ
当
番

あ
り
で
す
。
三
度
の
食
事
を
炊
事
場
へ
週
番
上
等
兵
の
引
率
で

受
け
取
り
に
行
き
ま
す
。
片
道
五
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
少
し
で
も
早
く
持
ち
帰
っ
て
温
か
い
食
べ
物
を
み
ん
な
に

食
わ
そ
う
と
早
駆
け
で
運
び
ま
し
た
。
将
校
、
下
士
官
、
古
兵
、

新
兵
と
全
員
食
事
が
終
っ
て
、
食
函
返
納
で
炊
事
場
へ
早
駆
け

で
往
復
し
、
帰
る
と
全
員
軍
装
を
整
え
て
演
習
に
出
発
す
べ
く

整
列
し
て
い
ま
す
。
慌
て
て
軍
装
を
整
え
一
番
後
列
に
加
わ
り

ま
し
た
。

練
兵
演
習
場
の
中
心
に
宮
本
山
が
あ
り
（
顎
出
し
山
）

、
四

方
に
開
け
た
広
野
で
の
戦
闘
訓
練
に
は
最
適
の
場
所
で
し
た
。

基
本
的
に
は
各
個
教
練
か
ら
始
ま
り
戦
闘
訓
練
で
す
。
早
駆
、

匍
匐
、
射
撃
、
突
撃
等
毎
日
毎
日
猛
訓
練
が
続
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
演
習
場
と
兵
営
の
往
復
は
駆
け
足
で
、
軍
歌
を
力
一
杯

歌
っ
て
行
進
し
ま
し
た
。
早
駆
け
は
四
・
五
千
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら



い
や
り
、
匍
匐
訓
練
は
敵
前
で
の
行
動
で
一
番
重
要
で
、
第
三

匍
匐
は
頭
と
背
中
と
尻
を
低
く
し
て
、
両
膝
と
両
肘
で
前
進
す

る
の
で
す
。
両
腕
に
銃
を
捧
げ
、
銃
口
に
泥
が
付
か
ぬ
よ
う
に

し
て
一
千
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
を
一
所
懸
命
に
進
む
の
で
す
。
左

手
は
少
し
浮
か
し
、
右
手
は
手
の
甲
が
地
面
に
つ
き
ま
す
。
終

っ
て
見
る
と
右
手
は
皮
が
破
れ
て
鮮
血
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
瓦
斯
訓
練
で
は
防
毒
面
を
一
日
中
着
用
し
て
行
動
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
食
事
も
水
も
口
に
せ
ず
「
瓦
斯
ナ
シ
」
の

号
令
の
出
る
ま
で
で
し
た
。
陣
地
構
築
で
■
壺
掘
り
、
携
帯
用

小
形
ス
コ
ッ
プ
で
直
径
五
十
セ
ン
チ
深
さ
一
メ
ー
ト
ル
を
各
人

競
争
で
、
何
度
も
何
度
も
や
り
ま
し
た
。
す
べ
て
一
人
前
の
兵

隊
に
な
り
、
戦
闘
に
強
く
勝
ち
残
る
教
育
で
す
。

一
期
の
検
閲
が
終
り
一
等
兵
に
進
級
し
ま
し
た
。
引
続
き
上

等
兵
候
補
者
教
育
が
始
ま
り
、
学
科
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

頑
張
っ
た
甲
斐
あ
っ
て
十
一
カ
月
で
先
発
上
等
兵
に
な
り
、
「
こ

れ
で
一
人
前
の
兵
隊
だ
」
と
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
一
月
、
饒
河
県
饒
河
警
備
の
た
め
中
隊
に
出
動

命
令
が
出
ま
し
た
。
饒
河
は
ウ
ス
リ
河
を
境
に
し
た
国
境
の
町

で
す
。
川
巾
四
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
中
心
線
が
国
境
で
す
。

私
た
ち
は
完
全
軍
装
で
虎
頭
ま
で
鉄
道
で
、
そ
の
先
は
徒
歩

行
進
で
す
。
一
番
寒
い
時
期
で
す
。
雪
も
深
く
て
膝
か
ら
股
ま

で
あ
り
ま
す
。
力
一
杯
足
を
前
に
踏
み
出
し
て
も
僅
か
二
十
セ

ン
チ
ほ
ど
し
か
前
進
し
ま
せ
ん
。
自
分
の
吐
息
で
防
寒
帽
子
の

毛
は
真
白
に
氷
が
付
き
、
眉
毛
も
鼻
毛
も
凍
っ
て
、
常
時
動
か

さ
ぬ
と
凍
結
し
そ
う
で
し
た
。
寒
い
の
で
な
く
痛
か
っ
た
の
で

す
。
タ
マ
ベ
ラ
カ
ン
と
い
う
村
に
到
着
（
朝
鮮
人
農
業
移
住
村
）

、

一
日
親
切
に
お
世
話
し
て
頂
き
、
嬉
し
い
思
い
出
で
し
た
。
十

日
ほ
ど
行
進
し
て
饒
河
に
到
着
し
ま
し
た
。

兵
舎
は
藁
葺
屋
根
で
虎
林
の
甲
編
制
兵
舎
の
よ
う
な
赤
煉
瓦

建
造
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
住
め
ば
都
で
す
。
我
が

隊
の
兵
力
は
兵
員
四
百
人
、
火
器
は
大
隊
砲
二
門
、
重
機
関
銃

二
機
で
す
。

対
岸
の
ソ
連
軍
は
一
個
師
団
駐
留
し
て
い
る
と
か
。

万
一
戦
闘
に
な
っ
た
時
は
一
瞬
に
し
て
玉
砕
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
戦
力
の
大
小
で
な
く
、
こ
こ
の
第
一
線
が
満
州
の
た
め
、

延
い
て
は
日
本
の
大
事
な
防
衛
線
で
す
。

と
く
に
衛
兵
（
分
■
）
勤
務
は
大
変
で
し
た
。
地
形
を
利
用

し
て
■
舎
を
半
地
下
で
構
築
し
、
空
か
ら
も
対
岸
か
ら
も
カ
ム

フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
ま
し
た
。
歩
■
も
昼
間
は
良
い
け
れ
ど
夜
間
と



も
な
れ
ば
大
変
だ
っ
た
。
風
上
は
音
を
早
く
聞
い
て
処
置
出
来

ま
し
た
が
、
風
下
の
場
合
は
視
力
が
頼
り
で
す
。
吹
雪
の
深
夜

は
本
当
に
気
を
使
い
ま
し
た
。
大
地
は
堅
く
凍
り
シ
ベ
リ
ヤ
嵐

は
捻
る
。
じ
っ
と
し
て
た
ら
全
身
凍
傷
に
な
り
ま
す
。
一
所
懸

命
に
足
踏
み
を
し
て
暖
を
取
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
、
空
に

は
北
極
星
が
青
白
く
輝
き
、
手
を
差
し
伸
ば
せ
ば
取
れ
る
よ
う

な
と
こ
ろ
に
北
斗
七
星
が
宝
石
の
よ
う
に
煌
め
い
て
い
た
。

故
郷
の
伊
予
で
は
、
今
ご
ろ
親
兄
弟
は
ど
う
し
て
い
る
の
か

な
、
と
少
し
感
傷
的
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
し
た
。
こ
こ
饒
河

の
水
は
き
れ
い
な
の
で
、
皆
生
水
を
飲
み
ま
し
た
。
途
端
に
赤

痢
が
蔓
延
し
ま
し
て
、
一
度
に
四
十
人
も
倒
れ
、
同
年
兵
の
野

本
君
が
■
去
さ
れ
ま
し
た
。
戦
友
だ
か
ら
屍
衛
兵
を
志
願
し
、

一
夜
亡
骸
に
付
き
添
っ
て
い
ま
し
た
。
言
葉
に
出
来
ぬ
淋
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
全
員
朝
水
筒
に
一
本
お
茶
を
入

れ
、
一
日
を
そ
れ
だ
け
で
約
二
ヵ
月
過
ご
し
ま
し
た
。
以
来
、

生
水
は
絶
対
口
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
地
で
一
カ
年
経
過
し
て
、
次
は
都
木
河
方
面
防
衛
で
中

隊
が
移
動
し
ま
し
た
。
途
中
の
中
頃
に
ム
ワ
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
り
（
糧
抹
等
の
収
集
地
）
そ
こ
に
一
個
分
隊
が
残
り
、
他
主

力
は
都
木
河
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
ム
ワ
に
あ
っ
て
二
・
三
日

間
隔
で
米
、
麦
、
味
■
、
醤
油
等
約
三
十
キ
ロ
を
背
負
っ
て
、

片
道
二
十
キ
ロ
の
道
を
運
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
都
木
河
の
本

隊
に
合
流
し
ま
し
た
。
こ
こ
の
兵
舎
は
穴
倉
式
で
、
地
上
に
少

し
屋
根
が
出
て
い
る
だ
け
で
、
舎
内
は
昼
で
も
薄
暗
か
っ
た
。

十
二
月
八
日
大
東
亜
戦
争
勃
発
は
こ
の
穴
倉
で
知
ら
さ
れ
た
。

十
七
年
二
月
、
現
役
兵
が
入
隊
し
て
来
ま
し
た
。
私
は
二
度

目
の
教
育
係
を
命
ぜ
ら
れ
、
教
官
松
本
少
尉
は
陸
軍
士
官
学
校

出
身
の
バ
リ
バ
リ
の
軍
人
で
志
気
旺
盛
で
し
た
。

毎
日
あ
の「
顎

出
し
山
」
を
中
心
に
広
い
広
野
を
駆
け
巡
り
指
導
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
関
東
軍
百
万
人
の
大
動
員
発
令
が
あ
り
、
十
六
年

七
・
八
月
に
関
東
軍
特
別
大
演
習
（
関
特
演
）
が
あ
り
ま
し
た
。

本
演
習
は
実
戦
さ
な
が
ら
で
あ
っ
た
。
犠
牲
者
も
大
勢
出
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
大
本
営
も
対
ソ
連
戦
闘
必
至
と
読
ま
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
地
区
、
地
域
的
演
習
は
片
仮
名
記
号
の
作
戦
が
多
く
、

中
で
も
「
ナ
号
」「
ワ
号
」
等
の
演
習
は
大
掛
り
で
し
た
。
夏

季
の
昼
間
は
三
十
余
度
の
熱
砂
の
中
を
走
り
、
ま
た
湿
地
の
中

を
■
い
廻
り
、
夜
は
寒
い
ぐ
ら
い
冷
え
込
ん
だ
こ
と
、
冬
季
は



銃
剣
が
凍
り
、
一
寸
皮
膚
に
接
す
る
と
火
傷
の
ご
と
く
皮
が
め

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
労
苦
を
想
い
起
こ
せ
ば
尽
き
ま
せ
ん
。

七
月
に
兵
長
に
進
級
し
、
三
十
歳
前
後
の
老
い
た
補
充
兵
が

入
隊
し
て
来
ま
し
た
。
私
は
三
度
目
の
教
育
係
を
命
ぜ
ら
れ
、

老
初
年
兵
教
育
に
心
血
を
注
ぎ
、
行
動
が
鈍
い
の
で
指
導
に
は

一
層
の
苦
労
が
必
要
で
し
た
。
全
員
が
真
面
目
で
、
よ
く
訓
練

に
応
え
て
立
派
な
軍
人
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
三
年
余
り
頑
張

っ
た
甲
斐
あ
っ
て
下
士
官
適
任
讃
を
附
与
さ
れ
、
満
期
除
隊
の

命
を
受
け
、
四
月
十
五
日
虎
林
を
後
に
し
ま
し
た
。

釜
山
に
て
乗
船
し
、
下
関
に
上
陸
し
、
久
方
振
り
に
見
る
日

本
の
風
景
、
と
く
に
山
河
は
美
し
い
と
感
じ
な
が
ら
、
一
瞬
ボ

ー
と
し
ま
し
た
。
徳
島
連
隊
へ
帰
隊
後
、
一
週
間
し
て
懐
か
し

の
我
が
家
へ
帰
り
ま
し
た
。
先
祖
へ
報
告
し
よ
う
と
仏
壇
を
見

る
と
新
し
い
位
牌
が
一
基
あ
り
、
背
中
よ
り
兄
が
「
先
月
祖
母

が
身
罷
っ
た
が
、
お
前
に
知
ら
せ
て
軍
務
に
支
障
が
あ
っ
て
は

な
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
残
念
で
し
た
。

役
場
や
学
校
に
挨
拶
に
行
き
ま
し
た
ら
、
明
日
か
ら
で
も
御

荘
青
年
学
校
の
指
導
員
と
し
て
や
っ
て
く
れ
と
依
頼
さ
れ
、
続

い
て
在
郷
軍
人
の
教
育
訓
練
の
主
任
を
拝
命
し
、
消
防
団
・
婦

人
会
等
の
指
導
に
当
り
ま
し
た
。

か
く
し
て
昭
和
二
十
年
三
月
、
再
度
召
集
を
受
け
、
高
知
第

三
百
五
十
三
連
隊
へ
入
隊
、
新
設
部
隊
で
す
。
私
は
伍
長
に
任

官
し
、
分
隊
長
を
拝
命
、
部
隊
編
成
が
行
な
わ
れ
、
軍
旗
を
連

隊
長
が
宮
中
に
て
拝
受
し
ま
し
た
。
で
も
武
器
は
全
員
に
行
き

渡
ら
ず
三
人
に
一
銃
で
し
た
。
食
器
等
も
満
足
に
な
く
、
竹
製

品
等
で
代
用
し
て
ま
し
た
。
主
食
も
少
量
の
米
と
麦
、
芋
、
豆
、

雑
食
で
し
た
。

外
地
を
し
の
ん
で
内
地
防
衛
に
全
力
を
注
ぎ
、
万
一
敵
が
上

陸
す
れ
ば
、
全
員
玉
砕
覚
悟
で
訓
練
を
し
ま
し
た
。
宿
毛
方
面

に
散
開
し
て
■
壺
掘
り
に
懸
命
で
し
た
。
八
月
十
五
日
、
本
部

よ
り
大
至
急
全
員
帰
営
命
令
が
あ
り
、
取
る
も
の
も
取
り
あ
え

ず
一
目
散
に
帰
隊
し
、
正
午
全
員
整
列
し
、
天
皇
陛
下
の
終
戦

の
御
詔
勅
を
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
拝
し
、
鉄
■
で
頭
を
打
た
れ
た

ご
と
く
、
ま
た
胸
に
は
熱
い
も
の
が
突
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

涙
が
自
然
に
頬
を
伝
わ
っ
て
い
た
。
崩
折
れ
て
土
下
座
し
大
声

で
哭
き
、
怒
号
を
発
す
る
者
あ
り
、
言
葉
に
で
き
ぬ
情
景
で
し

た
。八
月
末
、
部
隊
解
散
。
私
は
陸
軍
軍
曹
で
残
務
整
理
後
、
十



二
月
三
十
一
日
大
■
日
に
懐
か
し
の
我
が
家
へ
帰
っ
た
。
亡
き

戦
友
に
合
掌
。

大
東
亜
戦
争
従
軍
記
（
医
は
仁
術
）
　 

香
川
県
　
吉
田
厚
雄
　 

私
は
吉
田
厚
雄
（
日
姓
松
本
）
で
す
。
昭
和
十
六
年
度
徴
集

で
す
。
当
初
、
昭
和
十
三
年
五
月
二
日
、
国
策
に
応
え
て
満
州

開
拓
青
年
義
勇
隊
に
参
加
、
茨
城
県
内
原
訓
練
所
入
所
。
そ
の

後
、
満
州
国
三
江
省
、
東
安
省
等
に
お
い
て
、
地
域
警
備
に
従

事
。
昭
和
十
六
年
七
月
十
日
、
東
安
省
東
安
で
徴
兵
検
査
、
甲

種
合
格
。
昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
香
川
県
丸
亀
歩
兵
第
十
二

連
隊
留
守
隊
へ
現
役
兵
と
し
て
入
営
。
昭
和
十
七
年
三
月
二
十

日
、
満
州
派
遣
の
た
め
坂
出
港
よ
り
乗
船
。
釜
山
上
陸
。
列
車

輸
送
に
よ
り
満
州
国
東
安
省
虎
林
県
宝
東
に
駐
屯
す
る
。
満
州

第
九
百
三
十
六
部
隊
に
編
入
（
昭
和
十
七
年
四
月
五
日
）

。
翌

日
の
四
月
六
日
第
八
中
隊
付
の
衛
生
兵
と
な
り
ま
し
た
。
正
式

に
は
第
十
一
師
団
歩
兵
第
十
二
連
隊
第
二
大
隊
、
第
八
中
隊
付

で
あ
る
。

宝
東
陸
軍
病
院
で
教
育
。
九
月
ま
で
の
間
に
、
一
期
、
二
期
、

三
期
の
検
閲
を
受
け
、
連
隊
医
務
室
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
昭

和
十
八
年
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
営
内
に
は
お
り
ま
せ
ん
。
野
営
の

演
習
ば
か
り
で
し
た
。

昭
和
十
八
年
七
月
、
完
達
山
脈
地
方
匪
賊
討
伐
に
参
加
。
こ

れ
は
満
軍
の
反
乱
で
し
て
、
彼
等
は
状
況
に
よ
り
満
軍
か
ら
匪

賊
や
馬
賊
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
討
伐
は
戦
闘
行
動
は
あ
ま
り

な
く
、
日
本
軍
が
行
く
と
相
手
は
逃
げ
、
日
本
軍
が
引
き
返
す

と
相
手
は
出
て
来
る
と
い
う
状
態
で
、
ま
る
で
飯
の
上
の
蝿
を

追
う
よ
う
な
も
の
で
、
実
に
五
月
蝿
い
状
況
で
し
た
。

こ
の
討
伐
は
軍
医
一
、
衛
生
下
士
官
一
、
衛
生
兵
一
を
含
む

完
全
一
個
小
隊
で
編
成
さ
れ
、
行
動
区
域
は
湿
地
帯
が
多
く
て
、

橋
の
無
い
処
で
は
泳
ぐ
よ
う
に
し
て
移
動
し
、
毎
日
雨
は
降
る

し
、
山
の
稜
線
で
幕
舎
を
張
っ
て
凌
ぎ
ま
し
た
。
天
幕
を
谷
間

や
低
い
処
へ
設
け
る
と
、
上
か
ら
敵
に
狙
い
撃
ち
さ
れ
て
、
全

滅
し
た
例
が
数
多
い
か
ら
で
す
。

食
糧
も
欠
乏
し
て
来
て
、
山
の
中
の
こ
と
だ
か
ら
自
生
の
キ

ノ
コ
を
採
っ
て
来
て
食
べ
た
と
こ
ろ
、
全
員
下
痢
、
発
熱
と
な




